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P32まちづくりを考える会のページ

P11団体と行政のテーマ別意見交換会報告
地域の課題をテーマに意見交換をしました。

P3第九回やろ舞い大祭
来て！ 観て！ 踊ろまい！

P28まちの話題
役場で働く人たちのお話を聞いたよ（P29） ほか

各行政区から選出された 24名と、まちづくりについて考えます

P22お知らせ
秋の交通安全県民運動（P25） ほか

P33Be Ambitious 下小口 下田 隼輝さん
将来は地域のために

「わくわくおおぐち21」主催の五条川自然塾
子どもたちは、五条川や水田で泥んこになって
遊びました。



日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

5 6 7 8 9 10 11

26 27 28 29 30 10/1 2

19 20 21 22 23 24 25

8/29 30 31 9/1 2 3 4

やまだクリニック

栄徳医院

江口医院

大川外科胃腸科
クリニック みずの整形外科 今井医院

いずみ内科

・乳がん検診（超音波）（9）
・消費生活講座（27）

・生ポリオワクチン（8）
・健康相談（10）
・口腔相談（10）
・敬老事業（14）

・普通救命講習会（６）
・大口町障がい者スポーツ大会（27）

・10か月児健診（10）
・歩く健康のつどい（10）
・しなやかお達者の会豊田（10）
・ラ・モーナ幼稚園入園説明会（14）

・子育て相談室（10）
・法律相談（22）
・親子ふれあい広場（25）

・歯科健診（10）
・らくらく離乳食教室（10）
・心配ごと相談（22）
・多重債務者相談（22）

・3歳児健診（10）
・心配ごと相談（22）

・胃がん検診（9）
・子宮がん検診（9）

・歩く健康のつどい（10）
・しなやかお達者の会豊田（10）

・生ポリオワクチン（8）
・健康相談（10）
・口腔相談（10）
・ひだまりの会（10）

・母子健康手帳交付説明会（10）

・1歳6か月児健診（10）
・母子健康手帳交付説明会（10）
・しなやかお達者の会余野（10）
・ワークセンター入会説明会（25）

・子育て相談室（10）
・親子ふれあい広場（25）

・4か月児健診（10）
・北保園庭開放（13）
・ブックスタート（21）
・家庭児童相談（22）
・登記相談（22）
・心配ごと相談（22）

・生ポリオワクチン（8）
・健康相談（10）
・口腔相談（10）
・さくら大学（23）

・やろ舞い大祭（3）
・障がい福祉セミナー（16）
・国際理解講座（19）
・本・雑誌のリサイクル（21）
・秋色キルト教室（23）
・ペアdeヨガ（25）

・救急街頭講習（6） ・しなやかお達者の会余野（10）
・南・中保園庭開放（13）
・消費生活相談（22）

・大口幼稚園入園説明会（14）・乳がん検診（MMG）（9）
・西保園庭開放（13）
・心配ごと相談（22）

・親子手しごと倶楽部（19）

・大口町福祉講演会（17）

・ＢＣＧ（8）
・健康相談（10）
・口腔相談（10）
・ひだまりの会（10）

・災害時サポート事業講演会（20）
・婚活第3回イベント（24）

・公開プレゼンテーション（26）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 24日（金）午後7時まで
開設 5日（日）、26日（日）午前10時から午後2時

●国民健康保険税（5期）●下水道受益者負担金（2期）
●介護保険料（5期）●後期高齢者医療保険料（3期）

納期限：9月30日（木）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

8日（水）
22日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

9月5日 栄徳医院 93-7068

12日 やまだクリニック 94-1333

19日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155

20日 みずの整形外科 94-2210

23日 今井医院 95-2534

26日 いずみ内科 92-2511

10月3日 伊藤整形・内科クリニック 92-3388



町民活動まかせてネット事務局
（月曜から土曜午前10時から午後4時）

第第11回回
ZIP-FM MORNING CHARGEZIP-FM MORNING CHARGE
BIG MOUTBIG MOUTHHコンテストコンテスト
～大口町の中心で大口を叩く～～大口町の中心で大口を叩く～

第1回
ZIP-FM MORNING CHARGE
BIG MOUTHコンテスト
～大口町の中心で大口を叩く～

201020102010

正午から午正午から午後後88時時正午から午後8時
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ZIP－FM（平日朝 午前6時から9時）の「MORNING
CHARGE」内で放送されている名物コーナー「ビッグ
マウス宣言」では、リスナーの夢や希望を叶える
“BIG MOUTH PROJECT”が展開されています。
今回このプロジェクトと、やろ舞い大祭のコラボが

決定しました。事前に番組で募集した参加者の皆さん
と、やろ舞い大祭参加チームに、ステージ上で「ビッ
グマウス宣言」をおこなっていただきます。「ビッグマ
ウス宣言」とは、サッカー日本代表の本田選手の活躍
ぶりと有言実行の姿勢を見習おうと始まった、ZIP－
FMリスナーの夢・希望などを紹介するコーナーです。
参加者は、自分が持っている夢・希望などを、会場

に向けて叫びます。イベントの模様は、後日
「MORNING CHARGE」内でオンエアされます。ま
た、コンテストで大賞を受賞した方の夢・希望の実現
を「MORNING CHARGE」番組が応援し、その後を
リポートします。
当日は、ぜひ会場にお越しください。皆さんでイベ

ントを盛り上げよう！

日時 9月11日（土） 午後5時から6時
※雨天時 9月12日（日） 午後2時から
場所 やろ舞い大祭会場 ステージ
ZIP－FM「MORNING CHARGE」HP
http://zip-fm.co.jp/program/morning_charge/
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年 度
右 岸 左 岸 合 計

整備面積 整備人口 概算事業費 整備面積 整備人口 概算事業費 整備面積 整備人口 概算事業費

～21 186.20 10,218 2,719,031 276.92 5,789 7,335,159 463.12 16,007 10,054,190

22 16.30 319 193,000 0.00 0 20,000 16.30 319 213,000

23 15.60 143 150,000 0.00 0 8,500 15.60 143 158,500

24 16.30 440 150,000 0.00 0 8,500 16.30 440 158,500

25 32.00 420 150,000 0.00 0 8,500 32.00 420 158,500

26 12.30 360 150,000 0.00 0 8,500 12.30 360 158,500

合 計 278.70 11,900 3,512,031 276.92 5,789 7,389,159 555.62 17,689 10,901,190

全体計画 362.00 12,200 6,986,828 433.00 6,800 8,357,172 795.00 19,000 15,344,000

（単位：ha、人、千円）

※概算事業費とは、平成21年度現在の積算根拠による管渠整備費および、測量設計費をもとに算出しています。

公共下水道工事計画

●３年以内に接続を●３年以内に接続を！！
下水道を利用できる区域（左図中 色）で、まだ下水道へ接続されていない

方は、１日も早い接続をお願いします。
●工事にご協力を●工事にご協力を――
下水道を利用できる区域を広げるために毎年工事を進めています。今後の工事予

定区域は、多少変更が生じることもあると思いますが、一つの目安としてご覧くだ
さい。
工事中は、道路の通行にご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
●計画は●計画は「「分流式分流式」」でで！！
今後、下水道工事の予定区域に住まれる方で、新築、増改築をされる場合は、排

水を雨水と生活雑排水に分けた分流式で施工すると、将来、下水道への接続が経済
的でスムーズにおこなうことができます。
●大切な財産です●大切な財産です！！
『下水道』は、皆さんの財産です。これからも大切に正しく使用し、下水道事業

へのご理解とご協力をお願いします。

問
合
せ
先

都
市
整
備
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
７
６
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五条川右岸

五条川左岸

※全体計画とは、将来的に下水道が使える区域を表
しています。
※工事予定区域については、工事が終わった翌年度
以降に下水道を使用することができます。

は全体計画区域
は平成 22年度工事予定区域
は平成 23年度工事予定区域
は平成 24年度工事予定区域
は平成 25年度工事予定区域

は平成 27年度工事予定区域
は平成 28年度工事予定区域
は下水道を使用できる区域

は平成 26年度工事予定区域

公共下水道計画
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９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

〜
大
丈
夫
で
す
か
？
防
災
対
策
〜

９
月
１
日
は
関
東
大
地
震
が
発
生
し
た

日
で
あ
る
と
と
も
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
戦
後
最
大

の
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、

翌
年
の
閣
議
で
、
９
月
１
日
を
「
防
災
の

日
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
時
に
冷
静
に
対
処
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
日
頃
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

有
効
な
防
災
対
策
を
知
っ
て
、
も
し
も
の

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
ら

①
身
の
安
全
を
守
る

急
い
で
机
や
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
身
を
隠

し
た
り
、
家
具
の
少

な
い
部
屋
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
机
や

テ
ー
ブ
ル
が
な
い
場
合
は
、
座
布
団
や
本

な
ど
で
頭
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

②
脱
出
口
を
確
保
す
る

揺
れ
が
大
き
い
と
、
ド
ア
や
窓
が
変
形

し
て
開
か
な
く
な
り
、
室
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
身
の
安
全
が

確
保
で
き
た
ら
、
揺
れ
の
合
間
を
み
て
、

ド
ア
や
窓
を
少
し
開
け
脱
出
口
の
確
保
を

し
て
く
だ
さ
い
。

③
火
の
始
末
を
す
る

火
を
使
っ
て
い
た
場
合
、
す
ぐ
に
火
を

消
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
揺
れ
が
激

し
い
場
合
は
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
火

の
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。
火
を
使
っ
て

い
な
い
場
合
で
も
ガ
ス
の
元
栓
は
確
実
に

閉
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
停
電
復
旧
に

と
も
な
う
通
電
火
災
防
止
の
た
め
、
電
気

の
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
揺
れ
が
収
ま
っ
て
も
油
断
し
な
い

改
め
て
家
族
や
同
居
人
の
安
全
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
大
き
な
地
震
の
後
に
は

余
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
倒

れ
な
か
っ
た
タ
ン
ス
、
本
棚
や
冷
蔵
庫
な

ど
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家
族
防
災
会
議
を
開
こ
う

災
害
で
、
家
族
が
別
々
に
な
っ
た
時
の

連
絡
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
な
ど
、
家
族
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
（
非
常

食
、
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電

灯
、
貴
重
品
、
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
置

く
場
所
を
決
め
、
皆
で
把
握
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
応
急
手
当

▽
出
血
が
ひ
ど
か
っ
た
ら

き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
を
傷
口

に
直
接
当
て
、
血
が
止
ま
る
ま
で
手
で
強

く
圧
迫
し
て
く
だ
さ
い
。
片
手
で
圧
迫
し

て
も
止
血
で
き
な
い
と
き
は
、
両
手
で
体

重
を
乗
せ
な
が
ら
圧
迫
止
血
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ポ
イ
ン
ト

止
血
の
手
当
て
を
お
こ
な

う
と
き
は
、
感
染
防
止
の
た
め
血
液
に

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
骨
折
の
疑
い
が
あ
っ
た
ら

ど
こ
が
痛
い
の
か

を
聞
き
、
痛
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
併
せ

て
、
出
血
が
無
い
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。患

部
を
固
定
す
る

場
合
は
、
添
え
木
を
あ
て
骨
折
し
た
部
分

の
上
と
下
の
関
節
を
固
定
し
て
、
患
部
が

ず
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
添
え

木
は
、
雑
誌
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
代
用

で
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト

ケ
ガ
を
し
た
と
こ
ろ
が
不

自
然
に
変
形
し
て
い
た
り
、
異
常
に
腫

れ
て
痛
み
が
激
し
い
と
き
は
骨
折
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。

「
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
は
ど
う
や
る
の
？
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
は
？
」
大
切
な
救
命
手
当
を
丹
羽

消
防
署
の
救
急
隊
員
が
直
接
指
導
し
ま
す
。

買
い
物
つ
い
で
に
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時

９
月
５
日
豸

午
前
９
時
３０
分
か

ら
午
後
０
時
３０
分

場
所

イ
オ
ン
扶
桑
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

１
階
北
入
口

内
容

心
肺
蘇
生
法
の
体
験
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
救
急
担
当

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

９
月
１８
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

扶
桑
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

救
急
街
頭
講
習

あ
な
た
も
で
き
る
、
救
命
手
当
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留
守
番
の
昼
餉
は
好
み
の
冷
麦

酒
井

聖
子

ず
る
ず
る
と
暮
ら
し
て
老
の
冷
し
麦丹

羽

清
声

音
た
て
て
啜
る
至
福
の
冷
し
麦

丹
羽

壽
子

古
箪
笥
空
け
れ
ば
着
物
黴
臭
く

宮
下
喜
代
子

黴
去
れ
と
部
屋
開
け
放
し
大
掃
除舟

橋

貫
次

朱
印
帳
か
び
も
生
え
る
か
無
信
心渡

辺
す
み
子

う
っ
す
ら
と
カ
ビ
色
の
有
り
小
窓
拭
く

縣

弘
子

杉
の
秀
の
上
は
青
空
日
雷

土
川
喜
一
郎

匙
入
れ
る
隙
な
き
仕
上
げ
か
き
氷安

藤

亮
子

禅
寺
の
紫
陽
花
色
増
す
雨
上
り

田
山
地
美
名

青
桐
の
葉
を
打
つ
雨
や
琳
派
の
絵野

田

信
子

雨
後
の
庭
日
光
黄
菅
の
世
界
な
り安

荘

志
保

冷
麦
を
上
手
に
啜
る
ぎ
っ
ち
ょ
の
子神

谷

さ
ち

冷
麦
や
赤
の
一
本
目
に
涼
し

荒
谷
富
美
子

過
ぎ
去
っ
た
茨
の
道
は
み
な
忘
れ川

手

一
海

人
生
の
谷
間
い
い
こ
と
辛
い
こ
と土

田
千
惠
子

ふ
る
里
を
は
な
れ
こ
の
地
で
星
と
な
る

長
野

ま
す

通
行
の
品
定
め
し
て
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス吉田

雄
亮

荷
が
下
り
て
生
き
甲
斐
探
す
八
十
路
坂

安
藤

久
子

玄
関
で
蟹
の
お
迎
え
海
の
宿

平
尾

幸
助

柳
川
で
出
合
っ
た
鴨
と
川
下
り日

比
野

文
子

頑
固
さ
も
祖
父
似
還
暦
す
ぎ
た
父天

野

信
和

同
じ
こ
と
問
う
て
は
苦
笑
盆
仕
度葉

栗

晴
美

鉦
太
鼓
村
に
響
け
り
虫
送
り

笹
山

宰
子

う
ん
か
ら
か
子
供
太
鼓
の
虫
送
り長谷

川
す
ゞ
子

梅
雨
明
け
を
告
げ
る
か
に
蝉
声
高
に前川

立
代

黒
揚
羽
赤
信
号
を
飛
び
去
り
ぬ

水
野

邦
子

廃
校
に
ブ
ラ
ン
コ
漕
げ
り
月
見
草大

野

正
子

藁
馬
の
藁
の
実
盛
虫
送
り

佐
藤
千
志
子

夕
立
の
去
り
土
色
を
深
め
た
り

近
藤

清
子

虫
送
り
子
の
声
張
れ
り
村
境

土
川

照
恵

一
宮
市
在
住
で
恐
竜
図
鑑
の
イ
ラ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
る
市
川
章
三
さ
ん
は
、
単

に
恐
竜
の
絵
を
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
徹

底
し
た
文
献
調
査
に
よ
り
生
態
や
環
境
を

熟
知
し
た
う
え
で
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
恐
竜

が
生
息
し
た
景
観
も
一
緒
に
描
い
た
作
品

を
併
せ
て
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
作

品
は
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
し
た
恐
竜
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、

長
年
描
か
れ
て
き
た
そ
れ
ら
の
絵
の
展
覧

会
「
恐
竜
ア
ー
ト
展
」
が
、
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る

と
き
は
「
恐
竜
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
講
演

会
や
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
恐
竜
絵
画
教

室
な
ど
に
も
招
か
れ
て
い
ま
す
。

資
料
館
で
は
、
単
に
絵
の
タ
イ
ト
ル
だ

け
で
な
く
、
そ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
恐

竜
の
名
前
や
大
き
さ
、
肉
食
か
植
物
食
か

な
ど
、
図
鑑
に
近
い
説
明
も
作
品
に
添
え

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

８
月
１８
日
貉
に
半
数
以
上
の
作
品
を
展

示
替
え
し
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
展
で
す
。

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
月
２０
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―

０
０
５
５

好
評
開
催
中
の
企
画
展

「
恐
竜
絵
画
展
〜
市
川
章
三
の
描

く
恐
竜
の
世
界
〜
」



日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
９
月
３
日
貊

平
成
２１
年
１０
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
９
月
２４
日
貊

平
成
２１
年
１１
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
９
月
１７
日
貊

平
成
２１
年
５
月
・
６
月

生
ま
れ
の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
９
月
１０
日
貊

平
成
２２
年
５
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〜
２０
・
３０
歳
代
の
み
な
さ
ん

カ
ラ
ダ
の
中
は
健
康
で
す
か
〜

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
か
ら
３９

歳
ま
で
の
、
会
社
等
に
お
勤
め
で
な
い

方
日
時

１０
月
５
日
貂

午
後
１
時
か
ら
２

時
４５
分
ま
で

※
１５
分
刻
み
で
受
付
け
し
ま
す
。

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

費
用

１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
（
電
話
予
約

可
・
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

歯
周
病
予
防
健
診
を
１０
月
３０
日
貍
ま
で

実
施
中
で
す
。

場
所

町
内
歯
科
医
院

対
象

平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、

４０
・
４５
・
５０
・
５５
・
６０
・
６５
・
７０
・
７５

歳
の
節
目
年
齢
に
達
す
る
方

費
用

５
０
０
円

定
員

５０
名
（
要
予
約
）

申
込
み
先

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
後
、
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〜
８
０
２
０

は
ち
ま
る
に
い
ま
る

運
動
〜

８０
歳
以
上
ま
た
は
９０
歳
以
上
で
左
記
の

対
象
の
方
を
表
彰
し
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

町
内
に
お
住
ま
い
の
、
８０
歳

以
上
（
昭
和
５
年
以
前
生
ま
れ
）
で
２０

本
以
上
の
歯
が
あ
る
方
、
ま
た
は
９０
歳

以
上
（
大
正
９
年
以
前
生
ま
れ
）
で
１８

本
以
上
の
歯
が
あ
る
方

※
す
で
に
表
彰
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
９
０
１
８
に
応
募
さ
れ
る
方

は
、
以
前
８
０
２
０
で
表
彰
さ
れ
て
い

て
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

９
月
１
日
貉
か
ら
３０
日
貅
ま

で
に
、
町
内
の
歯
科
医
院
（
無
料
・
要

予
約
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

憩
い
の
四
季
で
は
、
６５
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室

を
お
こ
な
い
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
、

は
つ
ら
つ
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
２２
日
貉
か
ら
１２
月
１５
日
貉
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
１２
回
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
３０
分
ま
で

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

対
象

６５
歳
以
上
の
方

定
員

２０
名
程
度

内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

講
師

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
費

無
料

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

憩
い
の
四
季

蘂
９５
―

１
７
３
９

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

１
に
運
動

２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ

「
健
康
寿
命
」
と
は
？

日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
心
身

と
も
に
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

期
間
を
言
い
ま
す
。
健
康
寿
命
は
、「
平
均

寿
命
ー
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
期
間
」

で
算
出
し
ま
す
。
平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、

健
康
寿
命
も
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
寿
命
を
の
ば
す
４
つ
ポ
イ
ン
ト

①
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
生
活

②
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

③
歩
く
な
ど
動
く
こ
と
（
生
活
の
中
で
筋

力
ア
ッ
プ
）

④
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
会
話
を

す
る
こ
と
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集
団
予
防
接
種

わ
か
ば
健
康
診
査

歯
の
健
康
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

歯
周
病
予
防
健
診

今
月
の
健
康
俳
句

早
起
き
の
野
菜
畑
や
草
む
し
り

安
荘
志
保

今
月
の
健
康
川
柳

採
れ
た
て
の
野
菜
料
理
へ
メ
タ
ボ
逃
げ

安
藤
久
子

は
つ
ら
つ
健
康
体
操
教
室（
後
期
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

申込みおよび問合せ先
蘂94―0051

マ
イ
ナ
ス



●
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
１３
日
豺

午
後
１
時
か
ら
３
時
１５
分

●
乳
が
ん
検
診
（
Ｍ
Ｍ
Ｇ
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
８
日
貉

午
前
８
時
４５
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

※
２
年
に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

●
胃
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
２７
日
豺

午
前
８
時
４５
分
か
ら
１１
時

●
子
宮
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
２７
日
豺

午
後
１
時
か
ら
１
時
５０
分

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
既
に
定
員
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受

診
を
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
委
託
医
療
機
関
で
の
個
別
が
ん
検
診
は
、

平
成
２３
年
２
月
２８
日
ま
で
受
診
で
き
ま

す
。

江
南
保
健
所
で
は
、
消
化
器
系
難
病

（
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン
病
）

の
患
者
さ
ん
と
家
族
の
方
に
教
室
（
や
す

ら
ぎ
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
１１
日
貍

午
後
１
時
３０
分
か

ら
４
時

場
所

江
南
保
健
所

３
階
大
会
議
室

内
容

▼
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病

で
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
▼
お
さ
え
て

お
き
た
い
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
▼
交
流
会

講
師

尾
北
医
師
会

堤

靖
彦
さ
ん

保
健
所
栄
養
士

参
加
費

無
料

申
込
み

９
月
８
日
貉
ま
で
に
江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所

健
康
支
援
課

蘂
５６
―

２
１
５
７

平
成
２３
年
４
月
入
学
（
全
日
制
３
年
課

程
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
定
員

定
員
４０
名

▼
一
般
入
学
募
集

願
書
受
付
期
間

平
成
２３
年
１
月
５
日
貉

か
ら
１
月
１７
日
豺

試
験
日

平
成
２３
年
１
月
３０
日
豸

▼
推
薦
・
社
会
人
入
学
募
集

願
書
受
付
期
間

１０
月
１８
日
豺
か
ら
２９
日

貊
試
験
日

１１
月
１４
日
豸

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://bihokukango.ac.jp

問
合
せ
先

尾
北
看
護
専
門
学
校

蘂
９５
―

７
０
２
２
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集
団
が
ん
検
診

尾
北
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

消
化
器
系
難
病
患
者
家
族
教
室

〜
が
ん
検
診
へ
行
こ
う
！
〜

ま
だ
ま
だ
暑
い
９
月
。
夏
の
疲
れ
は

出
て
い
ま
せ
ん
か
？

体
調
管
理
を
し

っ
か
り
し
て
、
疲
れ
た
身
体
を
整
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

一
生
の
間
に
、
日
本
人
の
「
２
人
に

１
人
は
が
ん
に
な
る
」
と
い
わ
れ
、
３

人
に
１
人
は
、
が
ん
で
い
の
ち
を
失
っ

て
い
ま
す
。
大
口
町
で
も
、
亡
く
な
ら

れ
る
方
の
３０
％
は
が
ん
が
原
因
で
す
。

が
ん
は
、
だ
れ
も
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
無
症
状
の
う
ち
に
「
が

ん
」
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
い

の
ち
を
守
る
た
め
に
、
が
ん
検
診
を
受

け
て
健
康
管
理
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
６
月
号
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〜
み
ん
な
も
っ
て
る

変
身
す
る「
か
も
し
れ
な
い
」
〜

が
ん
は
遺
伝
子
の
病
気
で
す
が
、
親

か
ら
子
に
直
接
遺
伝
す
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
が
ん
は
、
細
胞
の
遺
伝
子

に
異
常
が
起
こ
る
こ
と
で
発
生
す
る
病

気
で
す
。

が
ん
を
お
こ
す
要
因
は
、
食
事
が
約

３５
％
、
約
３０
％
が
た
ば
こ
、
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
の
感
染
が
約
１０
％
、
そ
の
他
ア

ル
コ
ー
ル
や
紫
外
線
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

発
症
す
る
に
は
、
毎
日
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

９９
月月
はは
がが
んん
制制
圧圧
月月
間間
でで
すす

がんがん
32.3%32.3%
がん
32.3%

心疾患心疾患
16.5%16.5%
心疾患
16.5%肺炎疾患肺炎疾患

14.6%14.6%
肺炎疾患
14.6%

脳血管疾患脳血管疾患
9.8%9.8%
脳血管疾患
9.8%

その他その他
26.8%26.8%
その他
26.8%

平成21年大口町 死因別死亡割合
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毎
日
、
朝
晩
２
回
体
重
を
測
り
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

他
に
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
５０
分
、

ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
食
事
は
、
野
菜
中

心
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
健
康
教
室

に
も
参
加
し
、
保
健
師
さ
ん
、
栄
養

士
さ
ん
の
ご
指
導
に
よ
り
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

名
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ
や
お
遍
路
の
心

の
旅
に
出
か
け
、
四
季
折
々
の
風
景

を
楽
し
ん
だ
り
、
お
友
達
と
お
茶
を

し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
ス
ト

レ
ス
解
消
を
し
て
い
ま
す
。

松浦芳子さん

94̶005194̶0051
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行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 22（水） 午後1:00
～1:30

22年5月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 14（火） 午後1:00
～1:30 21年11月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 21（火） 午後1:00
～1:30 21年2月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 1（水） 午後1:00
～1:30 19年8月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 6（月）
21（火）

午前9:40
～9:50 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 2（木）
16（木）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※16日は要予約

歯科健診 15（水） 午後1:00
～1:30

2歳3か月児（20年6月生まれ）
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

らくらく離乳食教室 15（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話デモンストレーシ
ョン ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 14（火）
28（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

10（金）
24（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

7（火）
21（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
14（火）
28（火） 午前10:00
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速
報
速
報

８
月
７
日

（土）
午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
＆
和
室

日
時

場
所

地域における共通の課題

一時預かり事業について

●子育て支援センターの役割
●ニーズに対応できる多様な担い手

内容

大口町での一時預かり事業の可能性は？

地域の課題
行政と団体が行政と団体が

をを
テーマに意見交換をしました。テーマに意見交換をしました。

行政と団体が

を
テーマに意見交換をしました。

出席者
団体７名
行政 3名

焼却ごみの減量について

●スタンプ制度の見直し
●生ゴミ堆肥化の進め方
●分別意識の向上方法

内容

焼却炉の老朽化に伴い、可燃ごみを
減量したい。その方法とは？

出席者
団体７名
行政 1名

障がい理解のための具体的な手法

内容

講演会等をおこなっても、一般の方の
理解が進まない。具体的に進めるには？

出席者
団体 8名
行政 2名

減災について

●被災の実体験を聞く
●定期的な災害救援ボランティア
養成講座の開催

内容

町民の意識を高める方法とは？

出席者
団体 10名
行政 1名

主催者のつぶやき

以前、県主催の意見交換会へ参加して、
県レベルではなく、大口町で開催した
かった。それは、わが町への愛情かな？

主催者のつぶやき

初顔合わせとなった今回、一つのテーマを
みんなで話し合うことの大切さを改めて実
感しました。くり返し開催することで、ま
ちづくりの輪が広がっていくハズ！

可燃ごみ収集袋

大口町

●理解促進のための切り口理解促進のための切り口
●体験型・参加型のグループワーク体験型・参加型のグループワーク
●福祉実践教室等子どもへの啓発福祉実践教室等子どもへの啓発

●理解促進のための切り口
●体験型・参加型のグループワーク
●福祉実践教室等子どもへの啓発

大口町初の意見交換会は、行政と
団体が一堂に会して話し合うことで、重要な苗床・
土壌を作ることができました。今後は、種をまき、何
ができるか、育てていくことになるでしょう。課題の
把握・問題の共有をし、解決策を一緒に考えて、同じ

方向へ進んでいけそうな…、楽しみな予感が
しています。

※詳しくは、ホームページ・おおぐちモードで紹介していきます。



★やってみよう「わなげとり」
9月6日（月）午後4時から
9月27日（月）午後2時から
★ドッチボールの日 9月7日（火） 午後4時から
★体育あそび「玉入れ」
9月14日（火） 午後4時から
★敬老の日プレゼント作り「エコ小物入れ」
9月16日（木）、17日（金） 午後3時から5時
申込み 9月6日（月）から
★おやつ作り「クッキー」
9月18日（土） 午前10時から正午 定員 20名
費用 100円 申込み 9月6日（月）から
★ドッチビーの日 9月24日（金） 午後3時から
★今月のぬいとり
『ブーフ』『キレネンコ』『プーチン』『トンボ』

★今月のおりがみ『どんぐりちゃん』『たぬき』
★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★敬老の日プレゼント作り「和紙染めのめがね立
て」
9月8日（水）、9日（木）
午後3時30分から4時30分
★川柳を詠もう
9月14日（火） 午後3時30分から4時30分
★運動あそび「わけリング」
9月16日（木） 午後４時から５時
★おりがみ教室
9月18日（土） 午後1時30分から4時
★よみきかせ
9月30日（木） 午後3時30分から
★今月のぬいとり
「ワニ」「エルモ」「コスモス」「くり」
★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび
『一輪車』『ラッキーパズル』
★今月のぬいとり
『スティッチ』『エンジェル』『うさぎ』『つき』
★敬老の日プレゼント作り「はしおき」
9月6日（月）、7日（火） 午後3時30分から5時
申込み 9月1日（水）から4日（土）
★けん玉検定日
9月13日（月）、16日（木） 午後4時から5時
★チャレンジ「つなひき」
9月27日（月） 午後2時から3時
★子育て支援
ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

平成22年9月号12

9
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

かえるくん あめがだいすき でてくるよ（西小1年）
なつやすみ イルカショーを みにいくよ（西小2年）
せんりゅうは おもいつかない あーいやだ（西小2年）

月
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※写真と本文は関係ありません。

「とても風の強いある日のこと」

Aくん「ぼくのおうち、風で飛ばされていないか
なぁ」

先生「○○くんのおうちは立派につくられている
から大丈夫だよ！」

Aくん「でも…ぼくんち、レンガのおうちじゃな
いんだなぁ～」
三匹のこぶたの絵本でも
よんだのかな？

9月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

７
日
貂

中
保
育
園

７
日
貂

西
保
育
園

８
日
貉

北
保
育
園

２２
日
貉

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
１１
時

大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

研修センター利用について

※町内にお住まいの方以外および営利目
的での利用は別途料金です。

※詳細は総合案内までお問い合せくださ
い。

ほほえみプラザ 1階 総合案内
午前９時から午後７時
申込みおよび問合せ先
蘂94―0061

１階 利用日 利用時間 料金（時間）

多目的室
平日
土日祝日

午後6時～9時
午前9時～午後9時

800円

会議室
平日
土日祝日

午後6時～9時
午前9時～午後9時

200円

4階 利用日 利用時間 料金（時間）
ほほえみホール

月曜～日曜 午前9時～午後9時

1,000円
ふれあい1 600円
ふれあい2 300円
ふれあい3 200円
ふれあい3
カラオケ使用

1,000円
カラオケ使用料

含む

和室1 300円

和室2 200円

和室3 200円

9月は、健康文化センター４階に北保育園の
作品が展示してあります。ご覧ください。

防音装備が完備 親子で楽しく利用できる和室
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敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
、
ご
長
寿
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
る
た
め
、
敬
老
事
業
を
お
こ

な
い
ま
す
。

今
年
も
８０
歳
以
上
の
節
目
の
年
齢

（
８０
歳
、
８５
歳
、
９０
歳
、
９５
歳
、
１
０
０

歳
）
を
迎
え
る
方
に
敬
老
の
祝
い
金
を

お
渡
し
し
ま
す
。

◎
町
祝
い
金
事
業

▽
満
８０
歳
（
昭
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝い

金
５
千
円

▽
満
８５
歳
（
大
正
１４
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝い

金
１
万
円

▽
満
９０
歳
（
大
正
９
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝い

金
１
万
円

▽
満
９５
歳
（
大
正
４
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝

い
金
１
万
円

▽
満
１
０
０
歳
（
明
治
４３
年
１
月
１
日

か
ら
１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方

祝
い
金
２
万
円

町
議
会
議
員
・
区
長
・
民
生
委
員
・

役
場
職
員
が
９
月
１７
日
貊
午
前
中
に
ご

自
宅
を
訪
問
し
て
、
祝
い
金
を
お
渡
し

し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
印
か
ん
を

ご
用
意
の
上
、
ご
自
宅
で
お
待
ち
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
県
敬
老
事
業

数
え
１
０
０
歳
（
明
治
４４
年
１
月
１

日
か
ら
１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方
に
愛

知
県
か
ら
敬
老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

◎
国
敬
老
事
業

今
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

る
方
（
明
治
４３
年
４
月
１
日
か
ら
明
治

４４
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）
に
、
国
か
ら

祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

健
康
生
き
が
い
課

介
護
・
高
齢
グ

ル
ー
プ

蘂
９４
―

０
０
５
１

●
大
口
幼
稚
園

教
育
方
針

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
健
康
で
・

明
る
く
・
よ
く
考
え
・
た
く
ま
し
く
・

感
謝
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
。

特
色音

楽
・絵
画
・
習
字
・
英
語
・
体
育
を

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
講
師
に
よ
っ
て
指
導

し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
良
い
環
境
の

中
で
、
園
児
の
持
つ
才
能
の
発
見
・
引

き
出
し
に
努
め
、
心
身
の
発
達
を
助
長

し
、
豊
か
な
感
性
と
意
欲
を
育
て
ま
す
。

な
お
、
家
庭
等
の
都
合
で
、
長
時
間

や
夏
休
み
期
間
中
の
お
預
か
り
を
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
就
園
奨
励
費
（
保
育
料

の
補
助
）
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
通
園
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

入
園
願
書
配
布

９
月
１
日
貉
か
ら

入
園
願
書
受
付

１０
月
１
日
貊
か
ら

入
園
説
明
会

９
月
９
日
貅

問
合
せ
先

大
口
幼
稚
園

蘂
９５
―

５
５
０
５

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

oguchi-kind@
cup.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www16.ocn.ne.jp/̃oguchihp

●
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園

教
育
方
針

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
健
康
で
・

明
る
く
・
よ
く
考
え
・
た
く
ま
し
く
・

感
謝
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
。

特
色国

際
化
、
情
報
化
、
環
境
を
重
要
な

柱
と
し
て
、
未
来
に
向
か
っ
て
素
晴
ら

し
い
可
能
性
を
秘
め
た
幼
児
に
必
要
な

環
境
を
用
意
し
、
子
ど
も
の
視
点
に
立

っ
て
、
親
・
子
・
教
師
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
保
育
に
あ
た
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
▽
毎
日
の
生
活
の
中

で
外
国
人
教
師
と
と
も
に
、
英
語
で
楽

し
く
遊
ぶ
▽
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
学

ぶ
▽
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
思
い
き

っ
て
遊
ぶ
環
境
を
用
意
し
ま
す
。

入
園
願
書
配
布

９
月
１
日
貉
か
ら

入
園
願
書
受
付

１０
月
１
日
貊
か
ら

入
園
説
明
会

９
月
１４
日
貂

問
合
せ
先

ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園

蘂
９５
―

２
０
２
５

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

lam
ona@

herb.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.la-m

ona.jp
大
口
幼
稚
園
＆
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
園
児
募
集

平
成
23
年
４
月
か
ら
入
園
予
定
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度

敬
老
事
業
に
つ
い
て



１１
月
２０
日
貍
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で

「
第
２２
回
大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
大
口

町
、
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で

開
催
し
ま
す
。

長
年
連
れ
添
わ
れ
た
お
二
人
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、
記
念
品
を
贈
り
表
彰
し

ま
す
の
で
結
婚
５０
年
（
金
婚
）
以
上
の
ご

夫
婦
の
方
は
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
で
昭
和
３６
年

３
月
３１
日
以
前
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
た
だ
し
、
す
で
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

ご
夫
婦
は
除
き
ま
す
。

申
込
み

下
の
申
込
用
紙
に
楷
書
で
ご
記

入
の
上
、
政
策
推
進
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
他
薦

の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人
夫
婦
の
了
解

を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。

申
込
期
限

１０
月
１
日
貊

申
込
お
よ
び
問
合
せ
先

役
場
２
階

政
策
推
進
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
２
１
３

※ご記入いただいた個人情報は、「大口町福祉のつどい」に関する事務以外には使用しません。

ご結ご結婚婚5500年年
おめでとうございますおめでとうございます

ご結ご結婚婚5500年年
おめでとうございますおめでとうございます

ご結婚50年
おめでとうございます

結 婚

住 所

電話番号

夫

妻

昭和 年 月 日

大口町

（0587） ー

氏 名

氏 名 本人との関係

（ ） ー

住 所

電話番号

（以下他薦の場合のみお書きください）

年 齢

歳

歳

推
薦
者

き り と り
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次
の
事
項
に
該
当
す
る
児
童
を
監
護

し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
父
親

（
父
が
監
護
し
な
い
若
し
く
は
生
計
同
一

で
な
い
場
合
は
養
育
者
）
の
方
も
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
等

手
当
額
▼
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
４
万
１
７
２
０
円

一
部
支
給
４
万
１
７
１
０
円
か
ら
９

８
５
０
円

▼
２
子
加
算

５
０
０
０
円

▼
３
子
以
降
加
算

３
０
０
０
円

※
所
得
制
限
等
が
あ
り
ま
す
。

支
給
月

４
月
、
８
月
、
１２
月

請
求
方
法

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
平
成
２２
年

１１
月
３０
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ
く
と
、
特

例
で
平
成
２２
年
７
月
３１
日
ま
で
に
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
８
月
分
か
ら
、

８
月
１
日
以
降
１１
月
３０
日
ま
で
に
支
給
要

件
に
該
当
し
た
方
は
、「
要
件
に
該
当
し

た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
１１
月
３０
日
貂
を
過
ぎ
る
と
「
申
請
の
翌

月
分
」
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。）

８
月
か
ら
１１
月
分
の
支
給
は
１２
月
で

す
。（
申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
１
月
の

支
払
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

障
が
い
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

〜
子
ど
も
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
〜

子
ど
も
は
成
長
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
身
に
つ
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。「
も
っ
と
子
ど
も
に
あ

っ
た
声
か
け
が
で
き
た
ら
」
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

こ
の
講
座
で
は
、
早
期
療
育
の
必
要
性
や
、
家
族
全
員
で
子
育

て
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
と
お
し
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目
的
室

日
時

９
月
１１
日
貍

午
後
１
時
か
ら

講
師

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

運
用
部
療
育
支
援
課
課
長
補
佐

森
長
研
治
氏

定
員

５０
名

▽
講
義

午
後
１
時
か
ら
２
時
３０
分

▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

午
後
２
時
３０
分
か
ら
４
時

主
催

大
口
町

託
児
の
案
内

▽
対
象
年
齢

６
か
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
（
大
口
町
に
お

住
ま
い
の
方
）

▽
申
込
期
間

９
月
１
日
貉
か
ら
７
日
貂

※
先
着
順

▽
託
児
料
金

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
０
０
円

（
当
日
ス
タ
ッ
フ
に
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
）

▽
託
児
申
込
書
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
お
渡
し
ま
す
。

問
合
せ
先
・
託
児
申
込
み
先

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蘂

９４
―

２
２
２
７

このセミナーでは手話通訳と要約筆記がつきます。
セミナー後半のグループワークでは個別対応ができません。

平成22年9月号16



平成22年9月号 17

古都・京都のシンボルとして、世界中から
観光客が訪れる清水寺。その貫主として、名
説法が知られています。著名な書家でもあり、
年末恒例「今年の漢字」の揮毫はあまりにも
有名です。
日朝・日中の交流にも力を入れられ、中国
人民大学法学院の客員教授でもある、森清範
貫主を大口町に迎え、ご講話いただきます。

森 清範氏
講 師

講 師 紹 介

もり せいはん

北法相宗大本山清水寺貫主

9 19 日曜日月 日
午後1時から 4時

日
時

場
所大口町民会館

寸劇 午後 1時から
「悪徳商法よさらば」

9月4日（土）から
入場整理券を配布します

ボランティア団体「つくしんぼ」

講演 午後 2時から
「梵心」

講師 森 清範氏 北法相宗大本山 清水寺 貫主

ほほえみプラザ１階にて入場整理券を配布（先着順）し
ます。入場整理券は、お一人様２枚までとし、無くなり次
第終了いたします。
なお、当日は入場整理券が無いとご入場できません。
※ 第１部、第２部ともに手話通訳および 要約筆記がつき
ます。お気軽にご参加してください。

主催：大口町／大口町健康文化センター指定管理者（マーメイド・技研ほほえみプラザ共同体）
共催：（福）大口町社会福祉協議会

問合せ先
ほほえみプラザ総合案内 蘂 94－0061

第
1
部

第
2
部

2 階
町民ホール

ぼんしん
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【耐震とは】

耐震とは、地震に対して建築構
造物や土木構造物の破壊や損傷を
防ぐため、制震や免震と区別して、
主要な構造体そのものの強度や靭
性を高めることをいい、日本では、
建築基準法（昭和25年制定）によ
り被害防止のための基準が設けら
れました。この基準は、昭和43年
の十勝沖地震、昭和53年の宮城県
沖地震で甚大な被害を受けた反省
から見直され、昭和56年に新耐震
設計基準が施行されました。
平成7年の阪神・淡路大震災で

は、昭和56年以降に建設された建
物（新耐震設計基準適用）に大き
な被害はありませんでした。しか
し、近年頻発する大規模地震の脅
威に対応するため、特にリスクの
高いls値0.3未満の施設を耐震化
し、安全性の高いls値0.7をクリア
する必要性が求められています。

※ls値とは耐震改修促進法で定め
られた構造耐震指標であり、耐
震診断の判断基準となる値です。
※ls値と被害 0.7以上：小破以下
0.3以上0.7未満：中破以上
0.3未満：倒壊または大破

大
口
町
立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
に
つ
い
て

問
合
せ
先

中
央
公
民
館
２
階

学
校
教
育
課

蘂
９５
―

４
４
４
６

▼
大
口
南
小
学
校

現
校
舎
は
昭
和
４６
、
４７
年
に
新
築
さ

れ
、
昭
和
５５
年
に
増
築
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

校
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
残
り
の
耐
用
年
数
も
考
慮
し
、
い
ず

れ
近
い
将
来
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
校
舎
・
屋
内
運
動
場
な
ど
す
べ

て
の
施
設
を
建
替
え
に
よ
り
、
新
生
大

口
南
小
学
校
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

▼
大
口
西
小
学
校

校
舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、

北
館
、
渡
り
廊
下
の
耐
震
性
は
あ
り
ま

し
た
が
、
南
館
の
耐
震
性
が
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
に
耐
震
補
強
工
事
の
設

計
を
お
こ
な
い
、
平
成
２２
年
９
月
現
在
、

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
旧
大
口
北
小
学
校

大
口
北
小
学
校
が
平
成
２２
年
４
月
に

移
転
開
校
し
た
た
め
廃
校
と
な
り
ま
し

た
。
校
舎
に
つ
い
て
は
耐
震
性
の
な
い

危
険
建
物
の
た
め
、
平
成
２２
年
１０
月
よ

り
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
屋
内
運

動
場
に
つ
い
て
は
給
排
水
、
電
気
の
接

続
替
え
、
内
装
改
修
工
事
を
お
こ
な
い
、

平
成
２３
年
４
月
よ
り
大
口
町
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
地
域
開
放
し
、
ま
た
、

引
き
続
き
地
域
の
避
難
所
と
し
て
有
効

利
用
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
校
舎
解
体

後
の
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学校名 施設名 耐震化状況 耐震診断結果
（IS値 最低値） 耐震化計画

大口南小学校
校舎 未実施 0.42 平成23年1月頃建替えによる整備に着手、

平成24年4月開校予定屋内運動場 平成14年度補強工事 ―

大口北小学校
（旧大口北部中学校）

校舎 H21年度補強・改修・増築工事 ―
耐震化済

屋内運動場 平成15年度補強工事 ―

大口西小学校
校舎 未実施 0.55 平成22年度耐震補強工事

屋内運動場 平成15年度補強工事 ― 耐震化済

大口中学校
校舎 平成18・19年度新築工事 ―

耐震化済
屋内運動場 平成13年度補強工事 ―

旧大口北小学校
校舎 未実施 0.08 平成22年度解体工事

屋内運動場 平成17年度補強工事 ― 平成23年4月より大口町屋内運動場として利用開始

町
で
は
、
文
部
科
学
省
の
公
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
の
公
表
に
基
づ
い
て
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大口町大口町

大口町NPO登録団体
サラダボールＣｏ．

エコエコ
キャップキャップ
運動報告運動報告

エコ
キャップ
運動報告

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
報
告

「
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Ｃ
ｏ．
」
は
、
当
団

体
の
行
事
で
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ

ャ
ッ
プ
と
、
他
に
大
口
町
の
各
保
育
園
父

母
の
会
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
集
め
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
３
万
６
８
０
０
個

を
、
８
月
６
日
貊
に
小
牧
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
４６
人
分
の
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
（
８
０
０
個
で
１
回
分
）
に

充
て
る
事
が
で
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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国際理解講座

ドイツドイツののお話カフェお話カフェドイツドイツののお話カフェお話カフェドイツのお話カフェ

参
加
者
募
集

講師
佐々木シュテファニー・ゼルマーさん

ペットボトルキャップ回収に
ご協力ください。

ペットボトルキャップ800個
で、途上国の子どもたちがポリオ
ワクチンの接種を1回受けること
ができます。当日お越しの際はキ
ャップをお持ちください。
水ですすぎ、シール等は
はがしてください。

古い歴史や文化を持つドイツ。
あなたはどんな印象をお持ちですか？
ヘンデルとルターが生まれた街、ハレ市出身で犬山国際
交流員の佐々木シュテファニー・ゼルマーさんから、教育や環境など日常生活
から見たドイツについて、カフェスタイルでお話を聞きます。

飲み物と手作りデザートもお楽しみください。

日時
場所
参加費
参加人数

申込み
主催

９月11日貍 午後1時30分から3時30分
憩いの四季 娯楽室
大人700円 子ども（小学生以下）400円
『お話カフェ』先着20名 『デザート作り』先着5名
（デザート作りは、お話カフェに参加される方に限ります）
町民活動まかせてネット 蘂22-6642
大口町NPO登録団体 サラダボールCo.／大口町

親子手しごと倶楽部9月 子どもの根っこを育てる会
大口町元気なまちづくり事業承認

の催し

ハーブを楽しもう① さわやかハーブの寄せ植え作り
比較的簡単に育てられるハーブを親子で寄せ植えし、ふわふわの毛のチガヤの穂を使った手作りの小鳥や、木

の実などで寄せ植えを素敵に演出します。また、アイスハーブティーを試飲しながら、ハーブを楽しむ簡単な方
法もご紹介します！よい香りのする癒しの寄せ植えを親子で作ってみませんか？

日時・場所 内容・対象 講師 参加費・定員

第2回

9月26日豸
午後1時から2時30分
ほほえみプラザﾞ1階
多目的室

ハーブを楽しもう①
さわやかハーブの寄せ植え作り
※ハーブティーも試飲します♪
対象 小学生以上のお子さんと親

柴田雅子氏
（園芸装飾技能士）

１作品1,500円
（保険代、材料費含
む）先着20作品

持ち物 持ち帰り用の大きめのビニール袋（できあがりサイズは直径30㎝高さ70㎝程度）、
エプロン、手が汚れないようにビニール手袋か軍手、タオル、油性のマジック（細字・黒）

申込みおよび問合せ先 町民活動まかせてネット 蘂22-6642 月曜日から土曜日の午前
10時から正午、午後1時から4時（祝日除く）９月6日豺 午前10時より電話受付開始

※準備の関係上 できる限り開催3日前までに電話予約をお願いします。
※親子参加が基本ですが、大人の方にも喜んでいただける講座です。開催2週間前の時点で
定員に空きがある場合は、大人のみの参加も受付けます。

※参加対象年齢は目安です。また、小学生以上のお子様だけの参加希望の方はご相談に応
じます。
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平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
９
月
２４
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
９
月
５
日
豸
、
２６
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
屋

は
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て

い
な
い
家
屋
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
物
件
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
る
た
め
、
６
月
か
ら
家
屋
調

査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

家家
屋屋
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

災害時サポート事業講演会

災害が起きたら災害が起きたら
私たちは何ができるのか！　　私たちは何ができるのか！

災害が起きたら災害が起きたら
私たちは何ができるのか！　　私たちは何ができるのか！

災害が起きたら
私たちは何ができるのか！

日時 9月25日貍
開場 午後1時10分 開演 午後1時30分

場所 ほほえみプラザ4階 ほほえみホール
講師 谷川三郎氏

阪神淡路大震災記念「人と防災未来センター」語り部
協力 防災ボラティア Dサポート丹羽
入場 無料
問合せ先 大口町社会福祉協議会 蘂94―0060

主催 大口町社会福祉協議会
大口町ボランティア連絡協議会

平成19年の新潟県中越沖地震により発生した道路の
地割れ（新潟県柏崎市内）



平成22年9月号 21

［書 名］ ［著者名等］
哲学の基礎 ナイジェル・ウォーバートン／著
独女（ひとりおんな）世界放浪記 南まい／著
佐藤可士和のクリエイティブシンキング 佐藤可士和／著
キャンパスの中のアスペルガー症候群 山崎晃資／著
宇宙に恋する１０のレッスン 小阪淳・片桐暁／著
新しい理系キャリアの教科書 廣田浩一／著
有機な人びと 天野礼子／著
おまんのモノサシ持ちや！ 篠原匡／著
「予測」で読解に強くなる！ 石黒圭／著
私（わたし）の台所 沢村貞子／著
9月11日（土）に並びます
※新刊図書は、毎週土曜日にも並べます。ホームページをご覧ください。

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

「
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
」シリ

ー
ズ

「
機
動
戦
士
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム

１
／
２
／
３
」

音
楽
情
報
番
組
の
公
式

編
集
盤
で
す
。
き
っ
と
懐

か
し
い
歌
に
出
会
え
ま
す
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
前
に
、
赤
ち
ゃ

ん
に
す
す
め
る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ

な
い
ま
す
。

日
時

２２
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

１１
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

今
月
の
休
館
日

１
日
貉
か
ら
１０
日
貊

１３
日
豺

２１
日
貂

２７
日
豺

※
敬
老
の
日
の
２０
日
豺
と
、
秋
分
の

日
の
２３
日
貅
は
開
館
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

【
９
月
１１
日
貍
に
並
び
ま
す
】

機
動
戦
士
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
の
３
部
作

で
す
。

■ 芥川賞 ■
乙女の密告 赤染晶子／著
■ 直木賞 ■
小さいおうち 中島京子／著

＜敬老の日 読書のすすめ＞
館内特設コーナーに並べますので、
ご利用ください。

特集コーナー 芥川賞・直木賞受賞作

「
平
成
２１
年
度
図
書
館
年
報
」
公
開

平
成
２１
年
度
の
利
用
実
績
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.lib.oguchi.aichi.jp/

特
別
館
内
整
理
に
よ
る
休
館
の
お

知
ら
せ

蔵
書
点
検
お
よ
び
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新

作
業
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
所
蔵
検
索
も

休
止
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間

９
月
１
日
貉
か
ら
１０
日
貊

※
期
間
中
の
本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。



日
時

９
月
２２
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
２２
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
９
月
１
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

母
子
自

立
支
援
員
、
女
性
相
談
員

▽
９
月
８
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

民
生
児
童
委
員
、
身
体

障
害
者
相
談
員

▽
９
月
１５
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
９
月
２２
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

母
子
会
代
表
、
知
的
障

害
者
相
談
員

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

９
月
７
日
貂

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

９
月
１５
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
日
を
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３（
入
室
希
望
は
、

学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

日
時

９
月
１６
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
赤
大
口
町
分
区
で
は
、
各
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
２
５
４
万
５
４
４
０
円
の
社
資
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
善
意
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
、
血
液
事
業
、
社
会
福

祉
事
業
、
災
害
救
護
事
業
等
の
資
金
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
赤
社
資
あ
り
が
と
う

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
1
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
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無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

善

意

善

意



日
時

９
月
３
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
仏
教
の
教
え
に
そ
っ
て
心
育
て
る
お

話
」

寂
光
院
院
主

松
平
實
胤
氏

オ
ー
タ
ム
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
１１
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
６
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

６
月
の
田
植
え
で
始
ま
っ
た
、
お
お

ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
主
催
の
、

５
回
連
続
婚
活
講
座
の
第
３
回
イ
ベ
ン

ト
が
参
加
者
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
し
た
。

新
た
な
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
内
容

▽
９
月
２５
日
貍

交
流
会
▽
１１
月

稲
刈
り
▽
１２
月

料
理
教
室

場
所

大
口
町
内

追
加
募
集
人
数

若
干
名
（
男
女
各
２０

名
定
員
）

応
募
条
件

２０
歳
以
上
で
未
婚
の
男
女

参
加
費

１
０
０
０
円
／
１
回

申
込
先

役
場

地
域
振
興
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
５

※
申
込
み
時
に
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

住
所
・
電
話
番
号
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

「
う
つ
病
」
で
治
療
中
の
方
の
ご
家

族
が
、「
う
つ
病
」
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
ご
本
人
を
ど
う
支
え
て
い
く
か

な
ど
の
学
習
や
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い

る
疑
問
や
悩
み
な
ど
の
語
り
合
い
の
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

▼
９
月
１４
日
貂

『
う
つ
病
に
つ
い
て
』
▼
１０
月
５
日
貂

『
病
気
の
体
験
談
』
▼
１０
月
２６
日
貂

『
家
族
の
接
し
方
に
つ
い
て
』

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時

３０
分
（
参
加
費
無
料
）

場
所

江
南
保
健
所
３
階
大
会
議
室

定
員
お
よ
び
対
象

２０
名
（
先
着
順
）

う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご
家
族
で
、

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

申
込
締
切

９
月
１０
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７

職
種

保
育
士

若
干
名

雇
用
期
間

１０
月
１
日
貊
か
ら
平
成
２３

年
３
月
３１
日
貅

※
土
・
日
曜
を
除
く

▽
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
３０
分

ま
で
の
間
で
７
時
間
勤
務

▽
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま
で
の
間
で
３

時
間
勤
務

※
継
続
更
新
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

時
給

１
０
７
０
円

申
込
み

履
歴
書
（
一
般
様
式
）、
資
格

証
明
書
写
し
、
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）を
政
策
推
進
課
職
員

グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

９
月
１７
日
貊
ま
で

※
な
お
、
臨
時
職
員
の
登
録
は
職
種
に

か
か
わ
ら
ず
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

募
集
内
容

機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工

科
、
陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科

定
員
お
よ
び
期
間

各
科
２０
名
、
１
年

対
象

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成

２３
年
３
月
修
了
見
込
み
の
知
的
障
が

い
の
あ
る
方
で
問
題
行
動
の
な
い
方

申
込
み

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の
写

し
、
健
康
診
断
書
等
を
犬
山
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１０
月
１
日
貊
か
ら
３
月
１８

日
貊

試
験
日
は
１１
月
９
日
以
降

費
用

無
料

訓
練
生
は
全
員
寮
生
活

問
合
せ
先

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ

ニ
ー

春
日
台
職
業
訓
練
校

蘂
０
５
６
８
―

８８
―

０
８
１
１

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
秋
色
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

う
つ
病
家
族
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
1
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
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臨
時
職
員
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

95
―
１
１
１
１

内
線
２
０
３

蘂

募

集

募

集

春
日
台
職
業
訓
練
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
1
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

婚
活
参
加
者
募
集

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
５

蘂



採
用
種
目

①
防
衛
大
学
校
学
生

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

③
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

応
募
資
格

①
②
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
の
方

③
高
卒

（
見
込
み
含
む
）
２４
歳
未
満
の
方

試
験
期
日

①
１１
月
６
日
貍
お
よ
び
７
日
豸

②
１０
月
３０
日
貍
お
よ
び
３１
日
豸

③
１０
月
２３
日
貍

採
用
期
間

①
②
平
成
２３
年
４
月
上
旬

③
平
成
２３
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

受
付
期
間

①
②
③
と
も
９
月
６
日
豺

か
ら
１０
月
１
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部

小
牧
地
域
事
務

所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

町
内
の
田
や
畑
で
菜
の
花
を
育
て
く
だ

さ
る
方
に
種
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
先
着
順
）

対
象

町
内
に
農
地
を
所
有
し
て
い
る
方

申
込
期
間

９
月
１
日
貉
か
ら
１５
日
貉

種
の
種
類

景
観
用
菜
の
花

※
育
て
た
菜
の
花
の
種
を
買
い
取
り
ま
す

の
で
、
希
望
の
方
は
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
平
成
２３
年
度
播
種

必
要
量
分
の
み
と
し
ま
す
。
先
着
順

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
に
関
わ

る
悩
み
事
・
心
配
事
等
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時

９
月
６
日
豺
か
ら
９
月
１２
日
豸

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
７
時

（
土
・
日
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時
）

蘂
０
５
２
―

９
５
２
―

８
２
０
０

問
合
せ
先

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護

部

蘂
０
５
２
―

９
５
２
―

８
１
１
１

日
時

９
月
２９
日
貉

午
後
１
時
２０
分

か
ら
４
時
２０
分

場
所

稲
沢
市
勤
労
福
祉
会
館

第

２
・
３
研
修
室

内
容

▽
改
正
労
働
基
準
法
の
ポ
イ
ン

ト
▽
リ
ス
ク
回
避
型
労
務
管
理
と
助

成
金
の
活
用

受
講
料

無
料
（
先
着
６０
名
）

申
込
締
切

９
月
２４
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
県
尾
張
県
民
事
務
所
産
業
労
働

課

蘂
０
５
８
６
―

７７
―

４
１
８
１

う
つ
病
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
相
手

と
信
頼
関
係
を
築
き
、
相
手
の
気
持
ち

に
耳
を
傾
け
て
『
聴
く
』
と
い
う
傾
聴

法
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
た
め
に
講
義

や
演
習
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

▼
１０
月
４
日
豺

『
自
殺
と
う
つ
病
に
つ
い
て
』
▼
１０
月

２８
日
貅
『
う
つ
回
復
者
が
体
験
を
語

る
』
▼
１１
月
１７
日
貉
『
信
頼
関
係
の

築
き
方
に
つ
い
て
』
▼
１１
月
２５
日
貅

『
傾
聴
に
つ
い
て
』

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
４
時

場
所

江
南
市
民
文
化
会
館

定
員
お
よ
び
対
象

７０
名
（
先
着
順
）

申
込
締
切

９
月
１７
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
予

定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
成
長
の

こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

●
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

●
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

菜
の
花
の
種
を
差
し
上
げ
ま
す

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
７

蘂
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そ
の
他

そ
の
他

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

労
働
講
座

役
場
／
地
域
振
興
課

95
ー
１
１
１
１

内
１
１
６

蘂

就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
1
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

高
齢
者
・
障
が
い
者
人
権
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
方
お
よ
び
中
学
校
２
・
３
年
生
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
は
子
ど
も
手

当
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
期
日
ま
で

に
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
福
祉
こ
ど
も

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
３０
日
貅

必
要
な
も
の

印
か
ん
、
保
護
者
の
健

康
保
険
証
、
保
護
者
の
振
込
希
望
金

融
機
関
口
座

※
保
護
者
と
は
、
子
ど
も
の
主
た
る
生

計
維
持
者
を
意
味
し
ま
す
。

日
時

９
月
１１
日
貍

午
後
７
時
か
ら

８
時
４５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

参
加
費

１
人
５
０
０
円

講
師

小
栗
久
実
子
先
生
（
日
本
ヨ
ガ

普
及
協
会
・
松
下
ヨ
ガ
学
院
指
導
員
）

定
員

１５
組
３０
名

申
込
み
先

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
（
宮
崎
）

蘂
０
９
０
―

９
９
０
０
―

９
２
５
０

企
画
・
運
営

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

譖
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

日
時

９
月
２１
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー

蘂
９５
―

８
１
０
１

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
中
学
生
と
交
流
を
図
っ
て

も
ら
う
た
め
、
大
口
中
学
校
で
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
１
回
目

日
時

９
月
２
日
貅

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

▼
２
回
目

日
時

９
月
１６
日
貅

午
前
１１
時
３０
分

か
ら
午
後
２
時

場
所

大
口
中
学
校
１
階

多
目
的
室

※
体
育
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
多
目
的
室
へ
は
校
舎
北
側
の
「
地

域
開
放
玄
関
」か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

求
職
活
動
中
の
若
者
と
そ
の
家
族
の

方
を
対
象
に
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

尾
張
北
地
区
（
犬
山
・
江
南
・
岩
倉
・

大
口
・
扶
桑
）
の
企
業
に
よ
る
合
同
企

業
説
明
会
や
個
人
相
談
、
職
業
適
性
診

断
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１０
月
１５
日
貊

午
前
１０
時
か
ら

午
後
４
時
３０
分

対
象

大
学
・
短
大
等
の
学
生
と
３５
歳

未
満
の
若
者
と
そ
の
家
族

参
加
費

無
料

場
所

岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

午
前
１０
時
か

ら

講
師

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

高

橋
恵
理
子
さ
ん

内
容

「
採
用
さ
れ
る
の
は
ど
ん
な
人
」

定
員

３０
名
（
事
前
申
込
み
必
要
）

▼
合
同
企
業
説
明
会

午
後
１
時
３０
分

か
ら

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

岩
倉
市
建
設
部
商
工
農
政
課

蘂
０
５
６
８
―

６６
―

１
１
１
１

秋
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

行
楽
に
向
か
う
車
等
で
交
通
量
が
増
え

る
こ
と
や
、
日
没
時
間
が
日
増
し
に
早

く
な
る
こ
と
か
ら
、
夕
暮
れ
時
の
交
通

事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
交
通
情
勢
は
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

９
月
２１
日
貂
か
ら
３０
日
貅

運
動
の
重
点

▼
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

▼
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

▼
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▼
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

就
職
フ
ェ
ア
ｉｎ
岩
倉「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

役
場
／
地
域
振
興
課

95
ー
１
１
１
１

内
１
１
６

蘂

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
ペ
ア
de
ヨ
ガ

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
5

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



事
件
や
事
故
な
ど
緊
急
の
場
合
に
電

話
す
る
１
１
０
番
以
外
の
、
犯
罪
等
に

よ
る
被
害
の
未
然
防
止
や
安
全
関
係
の

相
談
は
、
警
察
相
談
専
用
電
話
﹇
＃

（
シ
ャ
ー
プ
）
９
１
１
０
﹈
に
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
愛
知
県
警
察
本
部
の
住
民

コ
ー
ナ
ー
に
つ
な
が
り
、
警
察
官
や
警

察
官
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
専
門
の
相
談
員
が
応

じ
ま
す
。

開
設
時
間

平
日
（
年
末
年
始
、
祝
日

以
外
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

江
南
警
察
署

住
民
サ
ー

ビ
ス
課

蘂
５６
―

０
１
１
０
（
代
表
）

大
口
町
に
お
住
ま
い
で
、
町
内
農
地

で
利
用
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。
※
レ

ン
タ
ル
は
完
全
予
約
制
で
、
運
搬
は
無

料
で
す
。（
先
着
順
）

農
機
具
お
よ
び
料
金
（
１
日
あ
た
り
）

▼
耕
運
機

中
型

２
０
０
０
円

▼
耕
運
機

小
型

１
５
０
０
円

▼
草
刈
り
機

１
０
０
０
円

予
約
先

杉
浦
農
機
具
店

蘂
９５
―

２
４
５
５

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

全
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

平
成
２２
年
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
未

来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対

策
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち

の
暮
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯
を

訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に

入
れ
て
封
を
し
て
調
査
員
に
渡
し
て
い

た
だ
く
か
、
役
場
行
政
課
へ
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
の

下
半
期
申
請
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
１５
日
貉
ま
で
に
地
域

振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
を
除
く

申
請
書
類

地
域
振
興
課
へ
取
り
に
き

て
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時

１０
月
２
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

対
象

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
・
大

口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

昭
和
４７
年
に
建
築
さ
れ
た
役
場
庁
舎

の
耐
震
性
能
を
診
断
し
た
と
こ
ろ
、
構

造
耐
震
判
定
指
標
値
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
補
強
鉄
骨

ブ
レ
ー
ス
を
設
け
る
工
事
を
お
こ
な
い

ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
屋
上
防
水
工
事

や
防
火
設
備
等
の
改
修
も
併
せ
て
お
こ

な
い
ま
す
。

期
間
中
は
仮
囲
い
に
よ
り
駐
車
場
が

制
限
さ
れ
、
騒
音
・
振
動
が
発
生
す
る

な
ど
、
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、

ま
た
安
全
に
は
充
分
配
慮
し
て
お
こ
な

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
工
時
期

▼
補
強
工
事

９
月
下
旬
か
ら
１２
月
上

旬
▼
改
修
工
事

１２
月
下
旬
か
ら
２
月
中

旬
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農
機
具
を
レ
ン
タ
ル
し
ま
す

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
７

蘂

月
１
日
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
８
２

蘂
10

庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工
事

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
８
２

蘂

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金

役
場
／
地
域
振
興
課

95
ー
1
1
1
1

内
線
１
1
６

蘂

警
察
相
談
の
ご
利
用
を

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

大
口
中
学
校
の
生
徒
代
表
１４
名
（
２

年
生
）
が
、
８
月
６
日
貊
の
広
島
市
平

和
記
念
式
典
（
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
な
ら
び
に
平
和
祈
念
式
）
に
参
列

し
ま
し
た
。

生
徒
は
、
平
和
記
念
資
料
館
の
見
学

や
被
爆
者
か
ら
の
体
験
を
聴
き
、
命
の

尊
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
す
る

被
爆
者
に
代
わ
っ
て
戦
争
の
恐
怖
や
平

和
の
尊
さ
を
語
り
、
そ
し
て
伝
え
て
い

く
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

広
島
市
平
和
記
念
式
典
に
参
列



資
格
挑
戦
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

日
時
１０
月
１８
日
豺
か
ら
１２
月
２０
日
豺

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

場
所

ぱ
そ
メ
イ
ト
一
宮
末
広
教
室

内
容

ワ
ー
ド
２
０
０
７
の
基
礎
か
ら

応
用
ま
で
、
資
格
試
験
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｓ
ワ

ー
ド
の
受
験
対
策

対
象

身
体
障
が
い
者
（
マ
ウ
ス
を
持

つ
こ
と
が
可
能
な
方
）

※
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
は
除
く

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料

募
集
期
間

８
月
３０
日
豺
か
ら
９
月
２４

日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

毎
年
恒
例
の
第
２６
回
大
口
町
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
種
目
と
参
加
者

全
員
で
楽
し
め
る
種
目
等
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
も
無
理
な
く
参

加
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
１８
日
貍

午
前
９
時
３０
分

受
付

午
前
１０
時
開
始

場
所

中
央
公
民
館

集
会
室

参
加
費

無
料

参
加
要
件

「
身
体
障
害
者
手
帳
」、

「
療
育
手
帳
」、「
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
」
を
お
持
ち
の
方
。

申
込
み
先
お
よ
び
問
合
せ
先

９
月
１０
日
貊
ま
で
に
大
口
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

蘂
９４
―

０
０
６
０

薨
９４
―

０
０
５
９

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ
の
前

年
度
失
業
し
た
方
は
、
年
金
の
特
例
免

除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
の
所
得
の
状
況
を

除
外
し
て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

配
偶
者
、
世
帯
主
が
退
職
さ
れ
た
場
合

も
こ
の
特
例
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
・
認
め

印
・
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
公
的
機
関
の
証
明
書
（
雇
用
保
険
受

給
者
証
・
離
職
票
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
お
さ
め
る

「
追
納
制
度
」
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
老
齢
基

礎
年
金
の
満
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

食
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１３
日
豺

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目
的
室

講
師

東
海
農
政
局
職
員

受
講
料

無
料

申
込
み
及
び
問
合
せ
先

町
民
安
全
課

蘂
９５
ー
１
１
１
１

内
線
１
１
３

主
催大

口
町
く
ら
し
友
の
会
・
大
口
町

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世

帯
に
対
し
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無

償
給
付
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

次
の
世
帯
の
う
ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
補
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
か
つ
世
帯

全
員
が
町
民
税
非
課
税
世
帯

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
居
し
、
自
ら
テ

レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

支
援
内
容

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受

信
す
る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ

ー
（
１
台
）」
の
無
償
給
付
、
必
要
に

応
じ
た
ア
ン
テ
ナ
改
修
の
支
援
等

※
ご
自
身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
を
精
算
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

１２
月
２８
日
貂
（
消
印
有
効
）

※
支
援
を
希
望
す
る
方
は
、
受
付
期
限

に
か
か
わ
ら
ず
お
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
平
成
２３
年
度
の
支
援
に

つ
い
て
は
現
在
未
定
で
す
。

問
合
せ
先

総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
７
０
―

０３
―

３
８
４
０

蘂
０
４
４
―

９
６
９
―

５
４
２
５

薨
０
４
４
―

９
６
６
―

８
７
１
９

※
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

土
日
祝
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
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退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
1
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
大
口
町
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

消
費
生
活
講
座

役
場
／
町
民
安
全
課

95
ー
１
１
１
１

内
１
１
３

蘂
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

役
場
／
地
域
振
興
課

95
ー
１
１
１
１

内
１
１
７

蘂

アナログ

アナログ
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

話
題
の
「
カ
ー
ビ
ン
グ
」
に
挑
戦
！

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

ま
か
せ
て
ル
ー
ム

家
族
で
つ
く
ろ
う
！
「
本
場
中
国
の
餃
子
」

中
央
公
民
館

２
階
調
理
室

7
18
日

7
10
土

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Co.
が
地
域
に
住
む
外
国

藉
の
皆
さ
ん
と
企
画
・
運
営
す
る
『
多
文

化
交
流
ひ
ろ
ば
』
の
第
１
回
「
餃
子
交
流

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

講
師
は
、
来
日
し
て
１０
年
以
上
の
中
国

出
身
の
李
維
明
さ
ん
。
小
麦
粉
を
こ
ね
、

め
ん
棒
で
皮
を
作
る
の
は
、
日
本
の
家
庭

で
は
珍
し
い
工
程
。
他
に
も
、「
に
ん
に

く
は
具
で
な
く
た
れ
に
入
れ
る
こ
と
が
多

い
」
な
ど
、
日
本
の
食
文
化
と
の
違
い
に
、

参
加
者
た
ち
は
興
味
深
々
。
李
さ
ん
が
餃

子
を
素
早
い
手
つ
き
で
包
む
た
び
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
６
月
に
は
、
子
ど
も
を
対
象

に
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
来
た
道
（
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
講
座
）』
が
開
か
れ
、
い
つ
も

食
べ
て
い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
材
料
の
カ

カ
オ
に
は
、
現
地
で
学
校

に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち

が
、
収
穫
に
携
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
世
界
で
は

様
々
な
条
件
で
生
き
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ

を
知
り
、
自
分
た
ち
が
出

来
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

▲餃子を包む講師の李さん

▲6月のフェアトレード講座

専
用
ナ
イ
フ
で
野
菜
や
果
物
に
彫
刻
す

る
タ
イ
の
伝
統
工
芸
「
カ
ー
ビ
ン
グ
」。

日
本
で
も
新
し
い
手
芸
と
し
て
話
題
で

す
。
日
本
タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ
協
会
の
富
松

み
つ
る
先
生
を
講
師
に
、
講
座
が
開
か
れ
、

３０
代
か
ら
４０
代
の
女
性
を
中
心
に
受
講
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
石
鹸
を
使
っ
て
、
リ
ー
ス
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
作
成
。

「
素
材
が
柔
ら
か
い
の
で
削
り
や
す
い

で
す
」「
細
か
い
作
業
が
好
き
で
参
加
し

ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
楽
し
い
で
す
ね
」

と
、
受
講
者
の
声
。

「
ナ
イ
フ
一
本
で
手
軽
な
作
品
か
ら
大

作
ま
で
幅
広
く
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
魅
力
で
す
」
と
、
富
松
先
生
。

▲富松先生（右）



町
民
活
動
ま
か
せ
て
ネ
ッ
ト
主
催
で
、

「
行
政
と
団
体
と
の
テ
ー
マ
別
意
見
交
換

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
協
働
を
促
進

し
、
よ
り
よ
い
役
割
分
担
や
解
決
の
仕
方

を
考
え
る
」
の
が
今
回
の
目
的
で
す
。

子
育
て
、
防
災
、
障
が
い
者
、
環
境
の

４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１０

名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
。

焼
却
ご
み
の
減
量
を
主
な
テ
ー
マ
と
す
る

環
境
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
環
境
に
携
わ
る
団

体
を
は
じ
め
、
子
育
て
、
国
際
交
流
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
が
参
加
。
立
場
や
考
え

方
の
違
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
新
鮮

な
発
見
や
気
付
き
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

最
後
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
同
に
会

し
、
ま
と
め
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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役
場
で
働
く
人
た
ち
の
お
話
を
聞
い
た
よ

こ
ど
も
の
ま
ち

7
21
水

子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
体
験
「
子

ど
も
の
ま
ち
」
を
８
月
に
控
え
、
参
加
す

る
小
学
生
た
ち
が
役
場
の
仕
事
を
見
学
し

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
４
、
５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
戸
籍
保
険
課
、
町
民
安
全
課
、

都
市
整
備
課
な
ど
各
課
で
職
員
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。「
税
金
っ
て
何
？
」「
保
険
っ
て

何
に
使
う
の
？
」
な
ど
の
子
ど
も
ら
し
い

率
直
な
質
問
に
、
職
員
が
子
ど
も
の
目
線

で
分
か
り
や
す
く
説
明
。

「
保
険
証
っ
て
大
事
な
ん
だ
な
っ
て
思

っ
た
」「
台
風
の
時
、
徹
夜
し
て
い
る
人

が
い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、
子

ど
も
た
ち
。

実
り
あ
る
体
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
暮
ら
し
を
考
え
る

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

8
7

土



８
月
の
発
明
ク
ラ
ブ
は
、『
工
場
見
学
』

と
『
軽
や
か
に
走
る
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
』

作
り
。
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
挑
戦
し

た
児
童
た
ち
は
、
工
具
や
ボ
ン
ド
を
使
い
、

穴
を
あ
け
た
板
に
、
曲
げ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
板
や
モ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
ペ
ラ
を
取
り
付

け
て
い
き
ま
す
。
指
導
員
の
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
皆
真
剣
な
表
情
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

「
板
を
切
る
時
や
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
取
り

付
け
な
ど
、
全
部
が
ミ
リ
単
位
だ
っ
た
の

が
難
し
か
っ
た
」
と
い
ち
早
く
完
成
さ
せ

た
南
小
６
年
の
林
さ
ん
と
金
子
さ
ん
。

翌
日
に
は
、
講
堂
で
完
成
し
た
も
の
を

競
争
さ
せ
ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
走
る
も
の

や
曲
が
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ど
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

勤
労
青
少
年
の
日
大
口
町
大
会
が
、
小

牧
国
際
ボ
ウ
ル
で
お
こ
な
わ
れ
、
町
内
の

１４
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
、
２
３
８
名
の

若
者
が
参
加
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

▼
個
人
の
部

優

勝

熊
倉

佳
美
（
東
海
理
化
）

準
優
勝

中
野

良
子
（
東
海
理
化
）

３

位

益
田

美
幸
（
東
海
理
化
）

勤
労
青
少
年
の
日

大
口
町
大
会
開
催

7
1

木

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
挑
戦

大
口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

7
30
金

北
保
育
園
で
、
農
薬
の
少
な
い
旬
の
野

菜
を
提
供
す
る
「
大
口
町
朝
市
会
」
メ
ン

バ
ー
３
名
が
、
園
児
た
ち
と
カ
レ
ー
を
作

り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
切
っ
た
野
菜
を
、
く
ど
を

使
い
園
庭
で
煮
込
み
ま
し
た
。
グ
ツ
グ
ツ

煮
え
て
い
る
鍋
か
ら
美
味
し
そ
う
な
カ
レ

ー
の
匂
い
が
。
出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
を

朝
市
会
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
を
し
な

が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
市
会
と
一
緒
に
カ
レ
ー
作
り

北
保
育
園

6
17
木



「
わ
く
わ
く
お
お
ぐ
ち
２１
」
主
催
の
五

条
川
自
然
塾
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
前

の
水
田
に
す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
が
設
置

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
っ
て

大
は
し
ゃ
ぎ
。
模
擬
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
や
ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
試
乗
の
ほ
か
、
生
物
多
様

性
条
約
第
１０
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）

を
１０
月
に
ひ
か
え
、
子
ど
も
た
ち
に
遊
び

な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う

と
「
生
物
多
様
性
と
は
？
」「
地
産
地
消
と

は
？
」
な
ど
、
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
も
。

た
く
さ
ん
遊
ん
で
学
ん
だ
後
は
、
暑
い

日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
元
気
に
流
し

そ
う
め
ん
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。
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元
気
に
遊
び
な
が
ら
環
境
を
学
ん
だ
よ
！

五
条
川
自
然
塾

8
8

日

自
分
の
命
は
自
分
で

家
族
の
命
は
自
分
で

地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

7
25
日

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
と
大
口
町
主

催
の
「
大
口
町
地
域
自
治
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
最
近
の
自
然
災
害
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら

の
地
域
防
災
〜
大
口
町
で
の
こ
れ
か
ら
の

自
然
災
害
に
そ
な
え
る
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、

群
馬
大
学
大
学
院
教
授
の
片
田
敏
孝
さ
ん

か
ら
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
世
界
で
多

発
す
る
異
常
気
象
の
状
況
と
、
国
内
で
起

き
て
い
る
、
近
年
の
豪
雨
災
害
の
特
徴
や

影
響
、
対
策
を
聞
き
ま
し
た
。

今
年
７
月
、
岐
阜
県
東
部
と
可
児
市
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、
短
時
間
に
降
っ

た
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
豪
雨
災
害
は
降
り
始
め

か
ら
災
害
発
生
ま
で
の
進
展
が
早
く
、
ま

た
予
測
不
可
能
な
事
態
が
発
生
し
ま
す
。

自
然
災
害
は
、
行
政
主
導
の
避
難
勧
告
に

限
界
も
で
て
く
る
た
め
、
個
人
・
地
域
・
行

政
と
協
力
し
合
い
「
災
害
に
強
い
地
域
」
づ

く
り
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

大
口
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
再
度

確
認
し
、
立
地
条
件
や
家
屋
構
造
、
家
族

の
条
件
（
小
さ
な
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が

い
る
家
庭
な
ど
）
に
合
っ
た
避
難
方
法
を

見
直
し
、
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
え
る
突
然

の
自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▲講師の片田敏孝さん



今回の地域自治セミナーが盛況の内に終了できたこ
とは、多くの方々のご協力の賜物と感謝しています。
各地域より、多数ご参加いただけ、これからの地域防災
対策に大きく貢献されていくことを強く願っています。
講演会後には、多くの方から「講演会、良かった

ね！」と声を掛けていただきました。しかし、少し喜
べない自分がいます。「自然災害から自分や家族の命、
そして地域を守るのは私たち…」。片田先生のお話を聴
いて、防災に限らず、私たちは自分たちの地域のこと
を、もっと真剣に考えなければならないと思いました。
だからこそ今も、「もっともっと大勢の方たちに参加し
ていただきたい」という思いを強く持っています。
いつか、3,000人、5,000人が集まれる超デカいセミナ

ーは開けないでしょうか。効果も最大級だと思います。
セミナーをやり終えた今は、こんな夢も実現できそう
な気がします。一生懸命汗を流した24名の仲間とスタ
ッフがいるから、「なんでもござれ」です。

今回、「防災」を切り口に、地域自治について町民の
皆さんと一緒に考える機会を作ろうと、群馬大学の片
田先生に依頼して、セミナーを開催しました。
講演では、いつゲリラ豪雨が大口町に降っても不思

議ではない豪雨災害の恐ろしさや、防災には「自助・
共助・公助」それぞれが役割分担する必要があること。
そして何より、今住民に必要なことは「行政に限界が
あるから自助」ではなく、「自分の命は自分で守る」
「地域の安全は自分たちで守る」との考え方を持つこと
が大切だということです。大口町はまだコミュニティ
が良好ですが、今後の災害に備えて、より住民相互の
交流を深め住みやすい町にしたいと思いました。
講演後におこなわれたワークショップでは、いろい

ろな意見が出ました。消防団員の不足、避難場所のあ
り方、自主防災会役員の任期、要援護者の把握方法等、
今後解決しなければならない課題を住民自身で方法を
考えて、安全で安心な大口町にしたいと思います。

平成21年
11月27日 「まちづくりを考える会」発足
12月12日 高浜市シンポジウムへ参加
平成22年
1月15日 豊田市足助地区視察に向けた事前勉強
1月29日 豊田市足助地区視察
2月16日 グループワーク（豊田市足助地区自治シ
ステムの検証、大口町の地域課題の洗い出し）
3月16日 グループワーク（地域課題の原因の追求）
26日 グループワーク（地域課題の解決策の検討）

4月23日 グループワーク（解決策の実施主体の検討）、
平成22年度事業計画の検討

5月27日 わが区紹介（区会組織の特徴など）、3チー
ムへのグループ分け

※以降、各チームでの活動
7月8日 全体会の実施（各チームの進捗状況の報告、
「地域自治セミナー」開催へ向けた準備）
7月25日 「地域自治セミナー」実施
8月5日 全体会の実施（地域自治セミナーの振り返り）

「まちづくりを考える会」は、「大口町まちづくり基本条例」に
もとづき、各行政区から選出された代表24名で組織されています。
地域の身近な課題の解決や、地域の特性を生かしたまちづくりな
どを、地域の皆さんが一緒になって考えていくための地域自治の
あり方について検討をおこなっています。現在では、3チームに
分かれて、それぞれが主体的に活動しています。

セミナーチーム 自治意識・認識向上
の機会づくり

情報発信チーム 報告書作成・各所へ
のPR、報告

フォーラムチーム 集大成となるフォ
ーラム開催

地域自治セミナーを終えて
前田 正三（セミナーチーム）

まちづくりを考える会に懸ける思い
岩田 六郎（セミナーチーム）

引き続き、広報おおぐち10月号では片田先生の講演について、11月号ではワークショップについて報告します。

これまでに取り組んできた活動
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将
来
は
地
域
の
た
め
に

下
田

隼
輝
さ
ん
（
下
小
口
）

Ｈ
２
・
３
・
２
生

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

大
学
２
年
の
時
に
、
学
校
の
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
１
か
月
程
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
ジ
ュ

デ
ィ
さ
ん
と
い
う
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
と
て
も
や
さ

し
い
方
で
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い

の
様
に
親
し
み
を
持
っ
て
接
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ジ
ュ
デ
ィ
さ
ん
に
、

パ
ー
ス
市
内
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
り
、
僕
が
作
っ
た
お
好
み
焼
き

を
一
緒
に
食
べ
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
驚
い
た
の

は
、
現
地
の
方
の
自
国
愛
。
僕
も
、

も
っ
と
日
本
の
事
を
深
く
知
り
、

外
国
の
方
に
日
本
の
良
さ
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

ド
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
行
っ
て
み
た

い
国
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
世
界
を

見
て
回
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成
長
し
て
き
た
自
分

父
は
、
仕
事
に
忙
し
く
な
か
な

か
ゆ
っ
く
り
と
話
せ
な
い
の
で
す

が
、
進
路
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
と

助
言
を
し
て
く
れ
尊
敬
し
て
い
ま

す
。
母
は
、
僕
の
だ
ら
し
な
い
と

こ
ろ
を
し
か
っ
て
く
れ
る
活
発
な

人
。
兄
は
、
知
識
が
豊
富
で
、
い

ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
に
詳
し
い
で
す
。

中
高
生
の
頃
は
、
家
族
や
ま
わ
り

と
よ
く
衝
突
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
人
の
意
見
を
聞
く
事
の

大
切
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
頃
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を
含
め
、
地

域
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
職
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲毎週日曜日に練習している
野球チーム『ギャンブラーズ』
丹羽郡の大会で優勝しました

火
曜
朝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習

後
、
コ
ー
ト
の
片
隅
で
初
老
を
む
か
え
た

男
性
達
が
集
ま
り
何
や
ら
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
分

け
合
っ
て
い
た
。

「
ど
う
だ
、
効
き
そ
う
か
？
」「
い
や
ぁ
、

よ
く
わ
か
ら
ん
ゎ
」「
と
に
か
く
一
度
試

し
て
み
る
だ
わ
な
」

そ
う
い
い
な
が
ら
彼
ら
の
手
に
は
通
信

販
売
で
一
番
人
気
の
、
一
粒
飲
め
ば
体
臭

を
抑
え
花
の
香
が
漂
う
と
い
う
『
吐
息
が

花
』
が
握
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
利
江
さ
ん
が
「
あ
な
た
た
ち
、
そ

ん
な
も
の
飲
ん
で
若
い
娘
の
気
を
引
こ
う

と
し
た
っ
て
無
理
な
話
し
よ
」

「
い
や
〜(

汗)

、
こ
れ
は
エ
チ
ケ
ッ
ト

と
し
て
だ
な
…
…
そ
う
い
う
利
江
さ
ん
だ

っ
て
青
汁
・
ど
く
だ
み
・
柿
の
葉
茶
・
鮫

軟
骨
と
通
信
販
売
に
は
ま
っ
と
る
っ
て
旦

那
が
ぼ
や
い
と
っ
た
ぞ
。
最
近
で
は
王
潤

ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
ア
ラ
、
私
の
は
健
康
食
品
。『
百
ま

で
健
康
で
コ
ロ
リ
』
が
、
私
の
モ
ッ
ト
ー

な
の
よ
。
そ
れ
に
最
近
は
、
孫
の
面
倒
を

み
る
こ
と
が
若
さ
を
保
つ
秘
訣
に
な
っ
て

い
る
わ
」

折
し
も
、
日
本
人
女
性
の
平
均
寿
命
伸
び

率
が
世
界
一
、
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
が
新

聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
た
。

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
１４
話

通
信
販
売

通信販売は当たり前の世の
中になってきておるが、男性
はフレグランス・育毛など対
人を意識したものに興味を示
し、女性は健康食品など自分
を大切にするもの購入するこ
とが多いそうじゃよ。女性の
方がより長寿である理由がわ
かったような気がするな…。
とにかく“健康で長生き”が
一番じゃ。自分なりの若さを
保つ秘訣を見つけ、心のハリ
を失わないことが
大切じゃ。

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.194



〇
月
×
日

出
産
を
前
に
実
家
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
間
に
、
野
菜
が

大
好
き
に
な
っ
た
颯
也
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
畑
で
、
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り

を
一
緒
に
収
穫
し
て
い
る
う
ち
に
美

味
し
そ
う
に
思
え
て
き
た
の
か
な
！？

今
で
は
キ
ッ
チ
ン
で
野
菜
を
切
っ
て

い
る
と
、
横
か
ら
「
ち
ょ
う
だ
い
ち

ょ
う
だ
い
」
っ
て
つ
ま
み
ぐ
い
！

〇
月
×
日

パ
パ
が
赤
ち
ゃ
ん
の
頃

使
っ
て
い
た
大
き
め
の
ベ
ビ
ー
バ
ス

が
、
今
大
活
躍
！
夜
は
彩
花
の
お
風

呂
に
、
昼
は
颯
也
の
水
浴
び
に
。

去
年
は
水
遊
び
も
嫌
が
っ
て
い
た

の
に
、
今
年
は
片
付
け
よ
う
と
す
る

と
泣
い
ち
ゃ
う
く
ら
い
楽
し
い
み
た

い
。
パ
パ
と
の
プ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
が

楽
し
み
だ
ね
♪

〇
月
×
日

彩
花
が
泣
く
と
一
番
最

初
に
か
け
つ
け
て
、
な
で
な
で
し
て

く
れ
る
颯
也
。
横
で
寝
た
り
、
ち
ゅ

ー
し
た
り
、
彩
花
に
触
り
た
い
ば
っ

か
り
み
た
い
。

年
の
近
い
兄
妹
だ
し
、
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ナ
♪

新
米
の
季
節
で
す
ね
。
お
米
の
大
好
き
な
私

は
、
ご
飯
を
お
か
ず
に
、
ご
飯
が
た
べ
ら
れ
そ

う
で
す
。

（
す
も
も
）

虫
好
き
の
子
供
の
お
か
げ
で
、
い
つ
の
ま
に

か
玄
関
が
ケ
ー
ス
だ
ら
け
に
。
カ
ブ
ト
に
鈴
虫
、

ザ
リ
ガ
ニ
、
ナ
マ
ズ
な
ど
な
ど
。
暑
い
中
、
虫

捕
り
に
つ
き
あ
う
の
も
大
変
…
。

（
か
こ
）

最
近
毎
朝
欠
か
さ
ず
見
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ
。
脚
本
も
キ
ャ
ス
ト
も
素
晴
ら
し
く
、

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

秋
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
残
念
。

（
た
か
）

９
月
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
つ
づ
き

ま
す
が
、
健
康
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

（
た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,190人 男性 11,314人（前月比 ＋5人）
（8月1日現在） 女性 10,876人（前月比 ＋19人）
世帯数 7,901世帯（前月比 ＋14世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

江
口
舞
で
す
。
３
月
１４
日
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
生
ま
れ
の
女
の
子
。
大
き
な

お
め
め
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
…
な

の
に
今
は
男
の
子
に
間
違
わ
れ
て
ば

っ
か
り
な
の
。
り
り
し
い
眉
毛
の
せ

い
か
し
ら
？
で
も
み
て
て
、
も
う
少

し
し
た
ら
髪
の
毛
も
伸
び
て
女
の
子

ら
し
く
な
る
わ
。
き
っ
と
ね
。

４
か
月
た
っ
て
寝
返
り
も
う
て
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
う
つ
伏
せ
大

好
き
。
頭
を
持
ち
上
げ
る
と
い
ろ
ん

な
物
が
見
え
る
ん
だ
も
ん
。

分
娩
室
に
入
っ
て
か
ら
１７
分
で
産

ま
れ
て
き
て
く
れ
た
親
孝
行
な
舞
ち

ゃ
ん
。
笑
顔
が
と
っ
て
も
キ
ュ
ー
ト
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
可
愛
い
笑
顔

を
い
っ
ぱ
い
届
け
て
ね
。

こ
ん
に
ち
は
、
川
根
珠
希
で
す
。

た
ま
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ん
で
ね
。
平
成

２２
年
３
月
３１
日
に
元
気
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
私
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は

パ
パ
似
の
お
鼻
と
ま
っ
白
な
お
肌
だ

よ
。

最
近
は
寝
返
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

中
。
も
う
少
し
で
腕
が
抜
け
そ
う
だ

け
ど
難
し
い
な
ぁ
…
。
で
き
た
ら
ま

た
パ
パ
と
マ
マ
が
喜
ん
で
く
れ
る
か

ら
が
ん
ば
る
ん
だ
ぁ
！

生
ま
れ
た
と
き
に
咲
い
て
い
た
桜

は
よ
く
お
ぼ
え
て
な
い
か
ら
、
今
度

は
ゆ
っ
く
り
お
花
見
に
連
れ
て
行
っ

て
ね
。
パ
パ
、
マ
マ
、
こ
れ
か
ら
も

た
ま
ち
ゃ
ん
を
毎
日
可
愛
が
っ
て

ね
！

No.626No.627

かわね たまき ちゃん えぐち まい ちゃん

（
余
野
）

お
父
さ
ん

川
根

修

お
母
さ
ん

桂
子

（
余
野
）お

父
さ
ん

江
口

大
輔

お
母
さ
ん

か
お
り

高
木

美
和
さ
ん

颯
也
く
ん

Ｈ
２０
・
１２
・
１３
生

彩
花
ち
ゃ
ん

Ｈ
２２
・
６
・
２４
生

下小口
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